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はじめに

このたび、令和８年度の予算が成立しました。

美馬市は、昨年３月１日に市制施行２０周年の節目を迎え、次の２０

年に向けた一歩を踏み出しましたが、令和８年度は、昨年１２月追加補

正予算に計上した物価高騰対策を切れ目なく実施するとともに、国の補

正予算を活用した３月補正予算案と令和８年度当初予算案を「１３か月

予算」として一体的に編成しました。

このうち、令和８年度予算は、これまで建設を行ってきた汚泥再生処

理施設が完成したことなどで、一般会計の総額は、前年度から減少し、

合併以降４番目の規模となりました。

また、令和８年度は秋に市長選挙が予定されていますが、クリーンセ

ンター美馬の老朽化を踏まえた可燃ごみの新処理施設整備や小・中学校

の給食費無償化をはじめ、南海トラフ地震の発生確率の高まりを受けた

「防災･減災対策」、賑わいを取り戻すための「地域経済の好循環の創出」、

そして、「人生１００年時代」の到来を踏まえた「全世代活躍のまちづ

くり」については、少子･高齢化や人口減少が進む美馬市にとって必要

不可欠な施策であるため、骨格予算とはせず、新規事業についても積極

的に当初予算に計上しております。

一方、厳しい財政状況の中、直面する課題に対応していくためには、

財政構造の改革に取り組むとともに、ＤＸを積極的に推進し、業務の効

率化を図る必要があり、こうした取組を進めながら、市民の皆様の理解

と協力をいただき、市の将来像である「美しく駆ける 活躍都市 美馬」

の実現をめざしてまいります。
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予算規模

令和８年度当初 令和７年度当初 増 減

一般会計 214億2,900万円 220億9,700万円 △6億6,800万円

特別会計 77億3,867万4千円 77億3,104万4千円 763万円

企業会計 18億6,958万7千円 15億7,796万2千円 2億9,162万5千円

令和８年度の一般会計の予算規模は214億2,900万円で、前年度当初予算と

比較して6億6,800万円、率にして3.0％の減少となっています。

これは、可燃ごみ新処理施設（美馬環境整備組合）の整備事業や小島地区

防災公園の整備事業が開始予定ですが、汚泥再生処理施設（吉野川環境整備

組合）の整備事業が完了したことなどによるものです。

一般会計予算の概要
(1) 主な歳入

１．市税は、税制改正に伴う軽自動車税（環境性能割）の減やたばこの売上

本数の減に伴うたばこ税の減はあるものの、全国的な賃上げによる給与所

得増で、個人市民税の増等を見込み、前年度当初比896万9千円増、率にし

て0.3％増の28億373万1千円を計上しています。

２．地方譲与税、各種交付金、地方交付税及び地方特例交付金は、地方財政

計画における全国伸び率等を参考に計上しています。なお、ガソリン減税

（暫定税率廃止）や、自動車購入時に課税されていた環境性能割の廃止の

影響による減収分は、地方特例交付金で全額補填されています。

３．分担金及び負担金は、養護老人ホーム入所費負担金などで、2,361万3千

円を計上しています。

４．国庫支出金は、郡里廃寺跡整備に関連した国宝重要文化財等保存整備費

補助金の減や、近年の実績を踏まえた障害者自立支援給付費負担金の減が

あるものの、橋梁の修繕工事に関連した道路更新防災等対策事業費補助金

が増加したことなどにより、前年度当初比3.5％増の25億1,709万5千円を計

上しています。

５．県支出金は、小学校給食費無償化に関連した給食費負担軽減交付金が皆

増となっているものの、林業施設災害復旧事業の減などにより、前年度当

初比7.0％減の14億6,009万9千円を計上しています。
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６．繰入金は、

・財政調整基金繰入金を15億2,836万8千円（前年度比6,286万4千円の減）

・減債基金繰入金を2億5,000万円（前年度比±0千円）

・特定目的基金繰入金を6億5,520万4千円（前年度比2,078万6千円の減）

計上しています。

７．諸収入は、給食費無償化による学校給食費の減等により、前年度当初比

2.5％減の5億188万3千円を計上しています。

８．市債は、一般廃棄物（可燃ごみ）新施設整備事業債の皆増や、消防救急

デジタル無線更新事業債の増があるものの、汚泥再生処理施設の工事が完

了したことなどにより、前年度当初比3億7,910万円減、率にして16.2％減

の19億6,080万円を計上しています。

(2) 主な歳出（目的別）

１．議会費は、前年度当初比5.7％減の1億5,732万6千円を計上しています。

２．総務費は、旧吉野川浄園跡地に建設を予定している防災公園整備事業費

を計上したことにより、前年度当初比6.4％増の27億7,311万8千円を計上し

ています。

３．民生費は、脇町西部デイサービスセンター高圧受変電設備更新や、西阿

老人ホーム組合、美馬西部特別養護老人ホーム組合への負担金の増などに

より、前年度当初比0.7％増の71億8,336万4千円を計上しています。

４．衛生費は、前年度当初比28.8％減の20億2,649万7千円を計上しています。

汚泥再生処理施設の建設工事が完了したことによる吉野川環境整備組合

への負担金が減少したことが主な要因です。

５．労働費は、前年度当初比1.7％減の715万4千円を計上しています。

６．農林水産業費は、県営事業負担金の増などにより、前年度当初比7.1％増

の11億5,268万4千円を計上しています。

７．商工費は、前年度当初比0.5％減の3億7,831万7千円を計上しています。

国のローカル10,000プロジェクトを活用した、うだつ上がる宿・食・ク

ラフト整備事業の皆増があるものの、吉田家住宅の主屋改修事業が完了し

たことが主な要因です。
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８．土木費は、道路更新防災等対策事業（道路メンテナンス事業）において

実施橋梁の規模が大きいことから、前年度当初比11.0％増の16億9,157万円

を計上しています。

９．消防費は、消防救急デジタル無線更新事業の実施設計完了に伴い、工事

費を計上したことなどにより、前年度当初比47.8％増の13億9,350万6千円

を計上しています。

10．教育費は、前年度当初比8.6％減の15億6,531万4千円を計上しています。

うだつアリーナテニスコートの照明をＬＥＤ化することから増になるも

のの、国指定史跡郡里廃寺跡史跡公園整備事業の大規模工事が終了したこ

とにより減となっています。

11．災害復旧費は、過年度に発生した災害復旧工事費が減少したことから、

前年度当初比54.5％減の1億2,700万円となっています。

12．公債費は、前年度当初比5.1％増の28億3,643万円を計上しています。

令和４年度に借り入れた過疎対策事業債（学校給食センター等）の元金

償還開始と近年の金利上昇が主な要因です。

13．諸支出金は、各種基金への積立金を計上していますが、前年度は美馬地

区広域振興基金返還金をまちづくり基金に積み立てていたことから大幅減

となり、前年度当初比83.4％減の1億1,672万円を計上しています。

(3) 主な歳出（性質別）

１．人件費、扶助費、公債費を合わせた義務的経費は、100億7,471万5千円で、

前年度当初比2.7％の増となっています。

扶助費が障害福祉サービス費の減等により減少する一方、人件費は人事

院勧告等による増加、公債費は前述の理由などにより増加しています。

２．物件費は、大規模盛土造成地変動予測調査事業の完了により、前年度当

初比0.3％減の34億8,386万1千円を計上しています。

３．維持補修費は、公共施設の老朽化による修繕経費の増加により、前年度

当初比3.4％増の2億7,934万3千円を計上しています。

４．補助費等は、汚泥再生処理施設（吉野川環境整備組合）整備事業が完了

したことなどにより、前年度当初比20.1％減の31億5,075万1千円を計上し

ています。
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５．積立金は、前年度当初比83.4％減の1億1,672万円となっています。美馬

地区広域振興基金返還金を原資としたまちづくり基金への積立が完了した

ことが主な減少要因です。

６．投資及び出資・貸付金は、下水道事業会計への出資金の増加により、前

年度当初比10.5％増の6,554万7千円を計上しています。

７．繰出金は、前年度当初比1.8％減の19億4,533万円となっています。繰出

金のうち、特別会計及び企業会計に対するものは次のとおりです。

（単位：千円）

会 計 名 令和８年度 令和７年度 増 減

国民健康保険特別会計 344,117 361,619 △17,502

後期高齢者医療特別会計 180,837 165,152 15,685

介護保険特別会計 658,483 693,975 △35,492

一の森ヒュッテ事業特別会計 4,138 2,690 1,448

小水力発電事業特別会計 4,268 4,022 246

下水道事業会計（※１） 279,945 271,315 8,630

水道事業会計（※２） 27,676 29,886 △2,210

工業用水道事業会計（※１） 108 240 △132

簡易水道事業会計（※２） 43,106 45,535 △2,429

合 計 1,542,678 1,574,434 △31,756

（※１）負担金、補助金、出資金及び繰出金の合計

（※２）負担金、補助金及び消火栓の維持管理に係る負担金を含む。

８．投資的経費のうち、普通建設事業費は、消防救急デジタル無線更新事業

や道路更新防災等対策事業の増により、前年度から6億2,941万2千円、率に

して41.0％増の21億6,573万3千円となっています。

また、災害復旧費は、過年度に発生した災害復旧工事費の減により、前年

度当初比54.5％減の1億2,700万円を計上しています。
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 （　歳　　入　）

構成比 構成比 増減率

1 市 税 2,803,731 13.1 2,794,762 12.6 8,969 0.3

30 分 担 金 ・ 負 担 金 23,613 0.1 22,988 0.1 625 2.7

35 使 用 料 ・ 手 数 料 156,589 0.7 158,600 0.7 △ 2,011 △ 1.3

50 財 産 収 入 59,035 0.3 633,897 2.9 △ 574,862 △ 90.7

55 寄 附 金 60,001 0.3 65,001 0.3 △ 5,000 △ 7.7

60 繰 入 金 2,433,572 11.4 2,517,222 11.4 △ 83,650 △ 3.3

65 繰 越 金 150,000 0.7 150,000 0.7 0 0.0

70 諸 収 入 501,883 2.3 514,811 2.3 △ 12,928 △ 2.5

6,188,424 28.9 6,857,281 31.0 △ 668,857 △ 9.8

5 地 方 譲 与 税 326,309 1.5 319,277 1.4 7,032 2.2

10 利 子 割 交 付 金 17,700 0.1 2,500 0.0 15,200 608.0

12 配 当 割 交 付 金 45,600 0.2 31,500 0.1 14,100 44.8

13 株式等譲渡所得割交付金 60,300 0.3 50,000 0.2 10,300 20.6

14 法 人 事 業 税 交 付 金 54,100 0.3 51,800 0.2 2,300 4.4

15 地 方 消 費 税 交 付 金 741,000 3.5 692,000 3.1 49,000 7.1

18 ゴルフ場利用税交付金 10,000 0.0 10,400 0.0 △ 400 △ 3.8

22 環 境 性 能 割 交 付 金 1,400 0.0 25,200 0.1 △ 23,800 △ 94.4

24 地 方 特 例 交 付 金 42,173 0.2 10,000 0.0 32,173 321.7

25 地 方 交 付 税 8,000,000 37.3 7,700,000 34.8 300,000 3.9

28 交通安全対策特別交付金 4,000 0.0 4,000 0.0 0 0.0

40 国 庫 支 出 金 2,517,095 11.7 2,432,716 11.0 84,379 3.5

45 県 支 出 金 1,460,099 6.8 1,570,426 7.1 △ 110,327 △ 7.0

75 市 債 1,960,800 9.2 2,339,900 10.6 △ 379,100 △ 16.2

15,240,576 71.1 15,239,719 69.0 857 0.0

21,429,000 100.0 22,097,000 100.0 △ 668,000 △ 3.0

増 減 額

（単位：千円・％）

※端数処理のため、各項目の合計が100.0％とならない場合があります。

令和８年度一般会計予算総括表

自 　 主  　財　  源　  計

歳　　　入　　　合　　　計

依 　 存  　財　  源　  計

令和８年度

予 算 額
区　　　分

予 算 額

令和７年度 前年度当初との比較
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 （　歳出：目的別　）

構成比 構成比 増減率

1 議 会 費 157,326 0.7 166,757 0.8 △ 9,431 △ 5.7

5 総 務 費 2,773,118 12.9 2,605,905 11.8 167,213 6.4

10 民 生 費 7,183,364 33.5 7,130,375 32.3 52,989 0.7

15 衛 生 費 2,026,497 9.5 2,847,363 12.9 △ 820,866 △ 28.8

20 労 働 費 7,154 0.0 7,280 0.0 △ 126 △ 1.7

25 農 林 水 産 業 費 1,152,684 5.4 1,076,431 4.9 76,253 7.1

30 商 工 費 378,317 1.8 380,327 1.7 △ 2,010 △ 0.5

35 土 木 費 1,691,570 7.9 1,524,119 6.9 167,451 11.0

40 消 防 費 1,393,506 6.5 942,841 4.3 450,665 47.8

45 教 育 費 1,565,314 7.3 1,712,641 7.8 △ 147,327 △ 8.6

50 災 害 復 旧 費 127,000 0.6 279,000 1.3 △ 152,000 △ 54.5

55 公 債 費 2,836,430 13.2 2,699,470 12.2 136,960 5.1

60 諸 支 出 金 116,720 0.5 704,491 3.2 △ 587,771 △ 83.4

99 予 備 費 20,000 0.1 20,000 0.1 0 0.0

21,429,000 100.0 22,097,000 100.0 △ 668,000 △ 3.0

増 減 額

（単位：千円・％）

※端数処理のため、各項目の合計が100.0％とならない場合があります。

歳　　　出　　　合　　　計

令和８年度

予 算 額
区　　　分

予 算 額

令和７年度 前年度当初との比較
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 （　歳出：性質別　）

構成比 構成比 増減率

1 人 件 費 4,222,530 19.7 4,053,412 18.3 169,118 4.2

2 扶 助 費 3,015,755 14.1 3,059,255 13.8 △ 43,500 △ 1.4

3 公 債 費 2,836,430 13.2 2,699,470 12.2 136,960 5.1

10,074,715 47.0 9,812,137 44.4 262,578 2.7

4 普 通 建 設 事 業 費 2,165,733 10.1 1,536,321 7.0 629,412 41.0

(1) 補 助 事 業 787,752 3.7 823,584 3.7 △ 35,832 △ 4.4

(2) 単 独 事 業 1,377,981 6.4 712,737 3.2 665,244 93.3

5 災 害 復 旧 事 業 費 127,000 0.6 279,000 1.3 △ 152,000 △ 54.5

(1) 補 助 事 業 71,000 0.3 192,398 0.9 △ 121,398 △ 63.1

(2) 単 独 事 業 56,000 0.3 86,602 0.4 △ 30,602 △ 35.3

2,292,733 10.7 1,815,321 8.2 477,412 26.3

6 物 件 費 3,483,861 16.3 3,493,275 15.8 △ 9,414 △ 0.3

7 維 持 補 修 費 279,343 1.3 270,166 1.2 9,177 3.4

8 補 助 費 等 3,150,751 14.7 3,941,195 17.8 △ 790,444 △ 20.1

9 積 立 金 116,720 0.5 704,491 3.2 △ 587,771 △ 83.4

10 投資及び出資・貸付金 65,547 0.3 59,313 0.3 6,234 10.5

11 繰 出 金 1,945,330 9.1 1,981,102 9.0 △ 35,772 △ 1.8

12 予 備 費 20,000 0.1 20,000 0.1 0 0.0

9,061,552 42.3 10,469,542 47.4 △ 1,407,990 △ 13.4

21,429,000 100.0 22,097,000 100.0 △ 668,000 △ 3.0

増 減 額

（単位：千円・％）

※端数処理のため、各項目の合計が100.0％とならない場合があります。

歳　　　出　　　合　　　計

令和８年度

予 算 額
区　　　分

予 算 額

令和７年度 前年度当初との比較

義　務　的　経　費　計

投　資　的　経　費　計

そ　の　他　経　費　計
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特別会計

増減率

事 業 勘 定 3,207,195 3,235,249 △ 28,054 △ 0.9

直 診 勘 定 93,015 94,886 △ 1,871 △ 2.0

593,584 532,248 61,336 11.5

保 険 事 業 勘 定 3,750,682 3,775,738 △ 25,056 △ 0.7

76,429 76,898 △ 469 △ 0.6

6,201 4,753 1,448 30.5

11,568 11,272 296 2.6

7,738,674 7,731,044 7,630 0.1

企業会計

増減率

収 益 的 支 出 339,104 338,036 1,068 0.3

資 本 的 支 出 151,660 141,331 10,329 7.3

収 益 的 支 出 659,196 657,827 1,369 0.2

資 本 的 支 出 443,048 232,696 210,352 90.4

収 益 的 支 出 86,224 86,212 12 0.0

資 本 的 支 出 121,463 34,365 87,098 253.4

収 益 的 支 出 46,628 43,741 2,887 6.6

資 本 的 支 出 22,264 43,754 △ 21,490 △ 49.1

1,869,587 1,577,962 291,625 18.5

令和８年度特別会計・企業会計予算総括表

会　　　  計 令和８年度 令和７年度 増減額

（単位：千円・％）

 国民健康保険特別会計

計

 介護保険特別会計

 後期高齢者医療特別会計

サービス事業勘定

 一の森ヒュッテ事業特別会計

 小水力発電事業特別会計

（単位：千円・％）

会　　　  計 令和８年度 令和７年度 増減額

計

 工業用水道事業会計

 簡易水道事業会計

 下水道事業会計

 水道事業会計
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令和７年度３月補正予算の概要

１ 予算規模

補 正 前 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 ２４０億７,４００万円 △１億２,９００万円 ２３９億４,５００万円

特 別 会 計 ７７億８,５５４万６千円 １,６４４万３千円 ７８億１９８万９千円

２ 補正予算の主な内容

＜一般会計＞ １３か月予算対応分

（１）物価高騰対応分 5,３９４千円

「物価高騰対応重点支援交付金」を活用し、物価高騰による負担を軽減

するため、児童扶養手当を受給しているひとり親家庭に対し、児童一人当た

り２万円を支給するほか、市内水利組合が管理している農業水利施設の電気

料金高騰分の７割相当を補助します。

（２）地域防災緊急整備分 ８3,0００千円

国の令和７年度補正予算に計上された「地域未来交付金」を活用し、昨年

度に続き、避難所備蓄資器材の充実強化を図ります。（補助率１／２で、地方

負担分の８０％が特別交付税措置）

（３）国・県からの追加交付内示等を受けた「前倒し」対応 79,359千円

国の令和７年度補正予算に計上された補助金や県単補助金の追加内示等を

受け、令和８年度に計上を予定していた次の事業について、令和７年度３月補

正予算に計上し、全額を令和８年度に繰り越して執行します。

・戸籍等振り仮名関連事務事業（戸籍附票に旧氏及び … 2,926千円

旧氏の振り仮名を表記するためのシステム改修委託料）

・県営ため池等整備負担事業（オソノ池の堤体工等） … 3,903千円

・曽江谷営農飲雑用水施設整備事業（脇町大滝山地区 … 28,000千円

における給水施設整備事業のうち設計委託料）

・県営農地中間管理機構関連農地整備負担事業 … 4,350千円

（美馬町滝下・竹ノ内地区ほ場整備に係る調査業務）

・道路更新防災等対策事業（富士の池１号橋補修工事） … 40,180千円
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（４）その他予算の不足等による対応 ６７,８５６千円

・令和７年度末の退職者の確定を受けた退職手当組合に …22,280千円

対する特別負担金の不足分

・穴吹小学校屋内運動場への空調設備の導入について、 … 6,000千円

穴吹スポーツセンターへ見直したことに伴い、設計費を

改めて計上（小学校費において、3,000千円を減額）

・令和７年度普通交付税再算定において、臨時財政対策 …32,590千円

債の元利償還金の償還に要する経費が措置されたこと

に伴う減債基金への積立金

・指定寄附金を原資としたまちづくり基金への積立金 … １,104千円

・定期預金利率引き上げに伴う各種基金積立金の不足分 … 5,882千円

（５）不用額の減額 △３６４,６０９千円

・各事業の実績見込等に基づく不用額の減額

＜特別会計＞

〇国民健康保険特別会計（事業勘定） ３８２千円

・定期預金利率引き上げに伴う各種基金積立金の不足分 … 382千円

〇後期高齢者医療特別会計 20,818千円

・保険料徴収実績に基づく徳島県後期高齢者医療広域連 … 20,818千円

合への納付金の不足分

〇介護保険特別会計（保険事業勘定） △2,557千円

・定期預金利率引き上げに伴う基金積立金の不足分 … 795千円

・不用額の減額 … △3,352千円

〇介護保険特別会計（サービス事業勘定） △2,200千円

・不用額の減額 … △2,200千円
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 （　歳　　入　） （単位：千円・％）

予 算 額 構成比

1 市 税 2,794,762 0 2,794,762 11.7

30 分 担 金 ・ 負 担 金 24,047 △ 20 24,027 0.1

35 使 用 料 ・ 手 数 料 158,600 0 158,600 0.7

50 財 産 収 入 633,897 5,882 639,779 2.7

55 寄 附 金 94,374 4,123 98,497 0.4

60 繰 入 金 2,441,608 △ 690,631 1,750,977 7.3

65 繰 越 金 349,724 68,338 418,062 1.7

70 諸 収 入 521,388 △ 1,513 519,875 2.2

7,018,400 △ 613,821 6,404,579 26.7

5 地 方 譲 与 税 319,277 0 319,277 1.3

10 利 子 割 交 付 金 2,500 0 2,500 0.0

12 配 当 割 交 付 金 31,500 0 31,500 0.1

13 株式等譲渡所得割交付金 50,000 0 50,000 0.2

14 法 人 事 業 税 交 付 金 51,800 0 51,800 0.2

15 地 方 消 費 税 交 付 金 692,000 0 692,000 2.9

18 ゴルフ場利用税交付金 10,400 0 10,400 0.0

22 環 境 性 能 割 交 付 金 25,200 0 25,200 0.1

24 地 方 特 例 交 付 金 10,000 0 10,000 0.0

25 地 方 交 付 税 7,734,000 609,559 8,343,559 34.8

28 交通安全対策特別交付金 4,000 0 4,000 0.0

40 国 庫 支 出 金 2,967,996 △ 11,112 2,956,884 12.3

45 県 支 出 金 1,734,427 △ 57,926 1,676,501 7.0

75 市 債 3,422,500 △ 55,700 3,366,800 14.1

17,055,600 484,821 17,540,421 73.3

24,074,000 △ 129,000 23,945,000 100.0

※端数処理のため、各項目の合計が100.0％とならない場合があります。

歳　　　入　　　合　　　計

依 　 存  　財　  源　  計

補 正 前

予 算 額
区　　　分

予 算 額

補正額（第８号） 補 正 後

令和７年度一般会計補正予算（第８号）予算総括表

自 　 主  　財　  源　  計
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 （　歳出：目的別　） （単位：千円・％）

予 算 額 構成比

1 議 会 費 169,015 0 169,015 0.7 

5 総 務 費 3,188,124 96,168 3,284,292 13.7 

10 民 生 費 7,303,147  △ 42,576 7,260,571 30.3 

15 衛 生 費 2,859,013  △ 12,629 2,846,384 11.9 

20 労 働 費 7,280 0 7,280 0.0 

25 農 林 水 産 業 費 1,111,029  △ 60,062 1,050,967 4.4 

30 商 工 費 412,245 0 412,245 1.7 

35 土 木 費 1,584,575  △ 107,696 1,476,879 6.2 

40 消 防 費 939,238  △ 7,218 932,020 3.9 

45 教 育 費 2,561,913  △ 34,563 2,527,350 10.6 

50 災 害 復 旧 費 489,000 0 489,000 2.0 

55 公 債 費 2,699,470 0 2,699,470 11.3 

60 諸 支 出 金 729,951 39,576 769,527 3.2 

99 予 備 費 20,000 0 20,000 0.1 

24,074,000  △ 129,000 23,945,000 100.0 

※端数処理のため、各項目の合計が100.0％とならない場合があります。

補 正 後

歳　　　出　　　合　　　計

補 正 前

予 算 額
区　　　分

予 算 額

補正額（第８号）
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 （　歳出：性質別　） （単位：千円・％）

構成比

1 人 件 費 17.2 

2 扶 助 費 12.6 

3 公 債 費 11.3 

41.1 

4 普 通 建 設 事 業 費 10.1 

(1) 補 助 事 業 3.1 

(2) 単 独 事 業 7.0 

5 災 害 復 旧 事 業 費 2.0 

12.1 

6 物 件 費 15.0 

7 維 持 補 修 費 1.1 

8 補 助 費 等 18.9 

9 積 立 金 3.2 

10 投資及び出資・貸付金 0.2 

11 繰 出 金 8.2 

12 予 備 費 0.1 

46.8 

100.0 歳　　　出　　　合　　　計

補 正 前
区　　　分

補正額（第８号）

義　務　的　経　費　計

投　資　的　経　費　計

そ　の　他　経　費　計

予 算 額

4,088,872 

3,059,945 

2,699,470 

9,848,287 

2,503,629 

824,349 

1,679,280 

489,000 

59,313 

1,972,961 

20,000 

11,233,084 

 △ 81,478 

 △ 4,568 

0 

 △ 86,046 

 △ 34,464 

2,992,629 

3,622,457 

274,434 

4,553,968 

729,951 

18,747 

 △ 36,000 

0 

 △ 17,253 

 △ 86,046 

 △ 129,000 23,945,000 

11,207,383 

20,000 

24,074,000 

769,527 

4,527,699 

274,434 

0 

 △ 25,701 

0 

 △ 26,269 

39,576 

0 

 △ 4,544 

※端数処理のため、各項目の合計が100.0％とならない場合があります。

補 正 後

予 算 額 予 算 額

2,417,583 

9,831,034 

2,699,470 

3,023,945 

4,107,619 

3,587,993 

2,906,583 

489,000 

1,674,712 

742,871 

1,968,417 

59,313 
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１．追　加

繰越明許費金額

13,530

8,605

9,087

11,310

83,000

2,926

4,275

19,600

4,350

28,000

9,867

3,822

1,756

4,773

20,700

3,400

19,300

17,900

4,435

34,853

22,551

81,080

2,400

38,070

森 林 環 境 保 全 整 備 事 業

地 方 創 生 道 整 備 推 進 交 付 金 事 業 （ 市 道 整 備 ）

緊 急 自 然 災 害 防 止 対 策 事 業 ( 道 路 )

道 路 更 新 防 災 等 対 策 事 業 （ 道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業 ）

老 朽 危 険 空 き 家 除 却 支 援 事 業

農 山 漁 村 地 域 整 備 事 業

避 難 所 備 蓄 資 器 材 等 充 実 強 化 事 業

工 場 用 地 適 地 調 査 事 業

木 造 住 宅 耐 震 改 修 支 援 事 業

一般会計補正予算（第８号） 繰越明許費の概要

事　　業　　名

（単位：千円）

地 域 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 運 営 事 業

地 域 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム Ｏ Ｌ Ｔ バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 事 業

電 話 交 換 機 更 新 事 業

芝 坂 地 域 活 動 セ ン タ ー 改 修 事 業

県 営 農 地 中 間 管 理 機 構 関 連 農 地 整 備 負 担 事 業

地 方 創 生 道 整 備 推 進 交 付 金 事 業 ( 林 道 整 備 )

森 林 基 幹 道 整 備 事 業 ( 立 木 補 償 )

水 利 施 設 等 保 全 高 度 化 事 業 （ 簡 易 整 備 型 ）

曽 江 谷 営 農 飲 雑 用 水 施 設 整 備 事 業

県 営 農 業 水 路 等 長 寿 命 化 ・ 防 災 減 災 負 担 事 業

県 営 農 業 水 利 施 設 保 全 対 策 負 担 事 業

県 単 治 山 事 業

戸 籍 等 振 り 仮 名 関 連 事 務 事 業

県 単 土 地 改 良 事 業

県 営 た め 池 等 整 備 負 担 事 業

- 15 -



繰越明許費金額

3,201

7,280

6,000

466,071

２．変　更 （単位：千円）

補
正
前

45,000
補
正
後

314,600

重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 対 策 事 業

旧 長 岡 家 住 宅 修 繕 事 業

小 計

穴 吹 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 空 調 設 備 整 備 事 業

（単位：千円）

事　　業　　名

繰　越　明　許　費　金　額　事　　業　　名

林 業 施 設 災 害 復 旧 事 業
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（単位：千円）

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）総括

（単位：千円）

補　正　前 補正額（第３号） 補　正　後

事 業 勘 定 3,233,999 382 3,234,381

令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）総括

令和７年度介護保険特別会計補正予算（第４号）総括

（単位：千円）

補　正　前 補正額（第２号） 補　正　後

後 期 高 齢 者 医 療 533,536 20,818 554,354

補　正　前 補正額（第４号） 補　正　後

サ ー ビ ス 事 業 勘 定 74,425 △ 2,200 72,225

保 険 事 業 勘 定 3,837,707△ 2,557 3,840,264
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第３次総合計画･後期基本計画施策分野ごとの主な事業

１ 未来へつなげる！

市民の誰もが思いを実現し、健康で活躍できるまちづくり

地域福祉の充実

新規 犯罪被害者支援事業 300千円【R8当初】

犯罪被害者等支援条例（３月定例会へ提出予定）に基づき、犯罪被害者が受け

た被害の回復や軽減、犯罪被害者等の生活の再建を図るため、犯罪被害により死

亡した遺族に対して支援金として30万円を、犯罪被害により重傷病を負った犯罪

被害者に対して10万円を支給する制度を創設します。

〈生活福祉課 TEL52-5604〉

高齢者福祉の充実と生涯活躍のまちづくり推進

新規 高齢者補聴器購入費助成事業 622千円【R8当初】

より良い聞こえで健全な生活が送れるよう支援するため、中等度難聴の高齢者

に対し、補聴器購入費の一部（上限３万円／人）を助成する制度を創設します。

〈長寿・障がい福祉課 TEL52-5605〉

継続 ジェロントロジー普及事業 2,759千円【R8当初】

ジェロントロジー講演会のほか、デジタル終活セミナーや栄養学セミナーなど

を開催し、「人生100年時代」を生きるための知識の普及を図ります。また、ワー

クショップの開催など、ジェロントロジー市民アンバサダーの活動を支援するた

めの取組を進めます。

〈美と健康のまち推進課 TEL52-5730〉

子育て支援の充実

新規 ひとり親家庭生活支援給付金事業 5,101千円【R7補正】

物価高騰による負担を軽減するため、児童扶養手当を受給しているひとり親世

帯に対し、児童一人当たり２万円の給付金を支給します。

〈子どもすこやか課 TEL52-5606〉

新規 こども食堂物価高騰対策支援金事業 509千円【R8当初】

食材費や光熱水費などの高騰の影響を受けている市内の「こども食堂」の運営

団体に対し、定額＋実施回数と参加児童数に応じた支援金を支給します。

〈子どもすこやか課 TEL52-5606〉
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ライフパフォーマンスの向上とスポーツ･生涯学習の振興

新規 コンディショニングフェスタ開催事業 1,200千円【R8当初】

コンディショニングを更に幅広く市民に普及するため、子どもから高齢者まで、

気軽にコンディショニングを体験することができるイベントを令和８年秋にうだ

つアリーナで開催します。

〈美と健康のまち推進課 TEL52-5730〉

拡充 地域おこし協力隊によるコンディショニング普及事業 27,815千円【R8当初】

トレーナーの資格を持つ地域おこし協力隊を４名から６名に増員してコンディ

ショニングの普及を加速化し、市民のライフパフォーマンス向上につなげます。

〈美と健康のまち推進課 TEL52-5730〉

拡充 デジタル地域通貨と連携した健康ポイント事業 15,368千円【R8当初】

歩数などに応じて付与するポイントをデジタル地域通貨MIMACAのポイントと交

換できる「健康ポイント事業」について、継続参加者については４月から、新規

参加者については７月から取り組んでいただけるよう実施期間を拡大します。ま

た、ヴァーチャルウォーキングラリーを３回（令和７年度は２回）実施します。

〈美と健康のまち推進課 TEL52-5730〉

学校･幼稚園教育の充実と青少年の健全育成

新規 小学校給食費無償化事業（歳入） ▲679千円【R8当初】

（給食費▲56,163千円、県補助金 55,484千円）

国において学校給食費の抜本的な負担軽減（いわゆる給食費無償化）が実施さ

れることに伴い、本市においても令和８年４月から小学校の給食費を無償化しま

す。

〈学校給食センター TEL52-1539〉

新規 中学校給食費無償化事業（歳入） ▲33,505千円【R8当初】

小学校給食費の無償化とあわせ、国の令和７年度補正予算に計上された重点支

援地方交付金を活用し、令和８年度の中学校給食費を無償にします。

〈学校給食センター TEL52-1539〉

継続 美馬中学校屋内運動場大規模改修事業 14,536千円【R8当初】

令和７年度に実施した基本設計を踏まえ、令和９年度に大規模改修工事を実施

するための実施設計を行います。（屋根・外壁・内部改修、LED照明、空調設備及

び非常用自家発電設備など）

〈教育総務課 TEL52-8010〉
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２ 元気な美馬！

賑わいがあり「ひと」と「しごと」が好循環するまちづくり

農業の振興

新規 曽江谷営農飲雑用水施設整備事業 28,000千円【R7補正】

＋12,000千円【R8当初】

県、市及び養鶏関係事業者で構成するコンソーシアムを中心に、「にし阿波・

山のチキンファーム構想」に基づく、にし阿波地域における生産から販売までの

一貫したサプライチェーンの強化に取り組む一環で、吉野川養鶏農業協同組合が

脇町大滝山地区に大型養鶏施設の整備を計画しています。

市では、当該施設へ飲雑用水の供給を行うため、国の補助制度（農村整備事業）

を活用し、市の曽江谷営農飲雑用水施設に、送水配水施設及び遠隔監視システム

を整備することとしており、令和８年度に実施設計を行います。

〈農林課 TEL52-5609〉

新規 県営農地中間管理機構関連農地整備負担事業 4,350千円【R7補正】

＋5,425千円【R8当初】

美馬町滝下・竹ノ内地区において、農地中間管理機構から担い手農家への農地

の集積・集約化を加速し、豊かで競争力ある農業を実現するため、ほ場整備を計

画しています。令和８年度は、環境などの調査や、国の補助事業申請に必要な事

業計画書の作成を行います。（事業主体である県に負担金を支出。）

〈農林課 TEL52-5609〉

新規 指定管理鳥獣対策事業 2,502千円【R8当初】

緊急銃猟をはじめ、クマ類の集落等への出没を想定した研修・訓練の実施や備

品の整備等、指定管理鳥獣出没時の体制を構築します。具体的には、「緊急銃猟

対応マニュアル」に基づく訓練シナリオの作成委託や、捕獲檻、ヘルメット、防

護盾、クマ撃退スプレーの購入などを行います。

〈農林課 TEL52-5609〉

新規 地域おこし協力隊推進事業（農業従事者確保等） 4,391千円【R8当初】

地域おこし協力隊を新たに１名任用し、アグリワーケーション施設（脇町小星）

を拠点に、県が運用を始めた「お仕事マッチングシステム」である「徳島マッチ

ボックス」を活用して、農業従事者の確保に取り組みます。

〈農林課 TEL52-5609〉
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拡充 耕作放棄地再生保全対策事業（市単・県単） 4,343千円【R8当初】

市単独事業に加え、県の補助制度も活用し、耕作放棄地の再生に取り組む団体

または認定農業者に補助金を交付します。

＜令和７年度からの拡充内容（県補助事業分）＞

・補助上限額に対する市の上乗せ補助（10％）を追加

R7:14万円/10a→R8:15.4万円/10a（※地域指定作物以外は半額）

〈農林課 TEL52-5609〉

拡充 美馬市版農地バンク事業 8,788千円【R8当初】

地域プロジェクトマネージャーを引き続き配置し、「美馬市版農地バンク」を

通じた農地の出し手と受け手の利用調整を行います。また、遊休農地の近隣住民

への聞き取りなどの集落点検活動に従事する集落支援員を新たに１名任用しま

す。

〈農林課 TEL52-5609〉

継続 団体受入れ型地域おこし協力隊

地域農業担い手確保対策事業 20,480千円【R8当初】

要件を満たした農業法人が「地域おこし協力隊」を雇用し、耕作放棄地の再生

と耕作放棄地予備群の耕作に取り組みます。

〈農林課 TEL52-5609〉

観光業の振興

新規 うだつ上がる宿･食･クラフト整備事業（ローカル10,000プロジェクト）

50,000千円【R8当初】

(株)風土創研（令和７年11月に(株)瀬戸内ブランドコーポレーションとともに

本市と連携協定を締結）が、自らが所有するうだつの町並みの古民家（町並み井

戸北側の旧家４棟）を活用し、宿泊、飲食、クラフトショップ、ベーカリーの機

能を集約した施設を整備し、運営を行うことを計画しています。

そこで、国のローカル10,000プロジェクト（地域経済循環創造事業交付金）を

活用し、整備費の一部を支援します。

〈観光交流課 TEL52-5610〉

継続 穴吹川魅力度向上事業 7,750千円【R8当初】

企業版ふるさと納税寄附金を活用し、稚鮎（1.5トン）の放流を行うなど穴吹川の

魅力度を高める取組を実施します。

〈観光交流課 TEL52-5610〉
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３ 未来の暮らしを守る！

安全･安心、快適な環境で便利に生活できるまちづくり

防災･減災対策の推進

新規 小島地区防災公園整備事業（車中泊避難場所整備等）25,927千円【R8当初】

旧吉野川浄園施設の跡地に車中泊避難場所などの機能を持つ防災公園を整備す

るため、令和９年度に既存施設を解体する予定です。

このため、令和８年度に有害物質（ダイオキシン、アスベスト、PCB）の調査

及び解体撤去工事設計を実施します。

〈環境課 TEL52-8020〉

新規 瓦屋根強風対策支援事業 2,865千円【R8当初】

既存建築物の屋根について、建築基準法の告示基準に適合しているかどうかの

診断や、告示基準に適合していない瓦屋根を耐風性能を有する屋根へふき替えを

行うための経費の一部を補助する制度を創設します。（県の補助制度を活用）

〈住宅課 TEL52-5612〉

拡充 車中泊避難場所整備・機能充実事業 8,731千円【R8当初】

車中泊避難場所として、屋根付きかまどベンチや応急給水栓を整備した美馬福

祉センター跡地に、避難者等が利用可能な「貯留型マンホールトイレ」を整備す

るための設計を行います。また、脇町中学校西側の多世代交流スポーツ広場内に、

車中泊避難場所（屋根付きかまどベンチや、貯留型マンホールトイレ等）を整備

するための測量設計も実施します。

〈危機管理課 TEL52-1677〉

拡充 ハザードマップ改訂事業 25,775千円【R8当初】

中小河川の浸水想定区域や土砂災害警戒区域など、前回作成時以降追加された

最新の情報を反映するとともに、より見やすいハザードマップと防災ガイドブッ

クを作成し、市内の全世帯に配布します。

〈危機管理課 TEL52-1677〉

継続 避難所備蓄資器材等充実強化事業 83,000千円【R7補正】

能登半島地震の教訓を踏まえて見直した市の備蓄計画に基づき、国の令和７年

度補正予算に計上された地域未来交付金を活用して、計画数に対して不足してい

る資器材を購入します。（パーティション、簡易ベッド、ポータブルハイブリッ

ド発電機、ポータブル蓄電池、車両積載用給水タンク等）

〈危機管理課 TEL52-1677〉
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継続 デジタル地域通貨活用住宅減災化リフォーム促進事業 9,108千円【R8当初】

市内事業者による減災化のための住宅リフォーム工事（※）を行った市民に対

し、経費の一部に相当するデジタル地域通貨MIMACAのポイントを付与します。

※ 家具の固定、窓ガラス飛散フィルムの貼付、感震ブレーカーの設置等の

減災化対策を伴う総額30万円以上のリフォーム工事

〈住宅課 TEL52-5612〉

消防と救急･救助対策

継続 消防救急デジタル無線更新事業 438,026千円【R8当初】

美馬西部消防組合消防本部と共同運営している消防デジタル無線が、導入から

10年が経過し、メーカーの保守期限を迎えたことや、ICT環境の変化に対応する

ため更新を行います。（あわせて、令和９年度に高機能消防指令システムの更新

を実施するための債務負担行為（限度額452,000千円）を設定します。）

〈消防本部総務課 TEL52-3061〉

生活環境の保全

新規 一般廃棄物（可燃ごみ）新処理施設整備負担事業 460,889千円【R8当初】

クリーンセンター美馬の老朽化に伴い、美馬環境整備組合では、トンネルコン

ポスト方式による新たな可燃ごみ処理施設を整備します。

令和８年度は、事業用地を購入するほか、整備基本計画の策定や、敷地造成に

係る設計、生活環境影響調査などを実施します。（美馬環境整備組合に対する負

担金を計上します。）

〈環境課 TEL52-8020〉

行政手続や生活の利便性向上

新規 公金収納キャッシュレス決済導入事業 897千円【R8当初】

現在、市税のeL-QRが印字された納付書による決済と、コンビニ交付時の決済

に限られている本市のオンライン決済について、クレジットカードやPayPayによ

る決済が可能となるよう仕組みを構築します。

〈ＤＸ推進課 TEL52-1717〉
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４ 好きです美馬！

市民が地域に愛着と誇りを持てるまちづくり

文化財･伝統文化の保護と文化･芸術の振興

新規 郡里廃寺跡史跡公園整備･管理運営事業 27,417千円【R8当初】

令和８年10月の史跡公園完成に向け、敷地内の排水施設整備と道路舗装の改修

を行うとともに、供用開始後は適切に管理を行います。また、史跡公園の完成を

記念したイベントを10月に予定しています。

〈地域学習推進課 TEL52-8011〉

新規 美馬郷土博物館改修事業（耐震診断） 4,550千円【R8当初】

郡里廃寺跡の本質的価値を伝えるため、市立博物館（美馬町字願勝寺）をガイ

ダンス施設とするための改修を行います。令和８年度は改修の前提となる耐震診

断、現地調査、及び現況図面の作成を行います。

〈地域学習推進課 TEL52-8011〉

継続 重要伝統的建造物群保存対策事業 25,316千円【R8当初】

うだつの町並み内にある伝統的建造物の修理・修景事業（４件）に対して補助

を行います。

〈地域学習推進課 TEL52-8011〉
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５ 未来のために！

市民と行政がともに進める持続可能なまちづくり

効率的で質の高い、持続可能な行政基盤の確立

新規 「新しい財政構造改革プラン」策定事業 720千円【R8当初】

近年の基金の取崩し状況を踏まえ、毎年度の予算編成時における経費の精査に

とどまらず、構造的な課題にもアプローチするための「新たな財政構造改革プラ

ン」を策定します。

なお、策定に当たって、学識経験者に加え、公募に応じた高校生を含む若い世

代の市民で構成する策定委員会でプランの内容を審議するとともに、自治体財政

への市民の理解を深めていただくための講座やワークショップを開催します。

〈企画財政課 TEL52-8008〉

新規 文書管理・庶務・決裁管理システム導入事業 30,140千円【R8当初】

庁内業務の効率化と適正な事務執行をめざし、既存の財務会計システムと連携

可能な決裁管理システムを導入するとともに、決裁管理システムと連携した文書

管理システムと庶務管理システムを合わせて導入します。（デジタル活用推進事

業債の活用を予定。）

〈総務課 TEL52-1212／秘書人事課 TEL52-8006〉

新規 生成ＡＩ導入事業 913千円【R8当初】

庁内業務の効率化を図るため、職員による企画案の立案やアイデア出し、挨拶

文の草案作成、資料作成補助などに活用する生成ＡＩを導入します。なお、導入

前にはＤＸ推進アドバイザーの支援により、ガイドラインを作成するとともに、

職員研修も実施します。

〈ＤＸ推進課 TEL52-1717〉

継続 自治体業務システム標準化・共通化対応事業 171,020千円【R8当初】

自治体の基幹系20業務について、令和７年度中に４業務（生活保護、戸籍・戸

籍附票、健康管理）の標準化・共通化作業が完了する見込みです。

令和８年度は残り16業務のデータ移行を行います。（本格稼働は令和８年９月

を予定しています。）

〈ＤＸ推進課 TEL52-1717〉
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その他の主な事業（投資的事業以外の事業）

新規 旧吉野川浄園等土地・建物購入事業 20,404千円【R8当初】

旧吉野川浄園施設の跡地に、車中泊避難場所などの機能を持つ防災公園の整備

に当たり、吉野川環境整備組合が所有する財産を取得します。（同組合が財産を

取得した年度以降の市町負担割合に基づいて、取得費用のうち16,029千円が返還

されます。）

〈環境課 TEL52-8020〉

拡充 飲料水供給施設等補助事業 1,300千円【R8当初】

市が行う水道事業区域外の未普及地域における飲料水供給施設等の整備に対す

る費用助成について、補助採択基準額を緩和しました。（R7:50万円→R8:約18万

円に引き下げ。補助率4/10は変更なし。）

また、新たに水質検査に要する経費も補助対象に追加します。（上限13万円/件）

〈経営管理課 TEL52-2511〉

継続 汚泥再生処理施設管理運営負担事業 111,080千円【R8当初】

令和７年10月に本格運用を開始した吉野川環境整備組合の汚泥再生処理施設に

ついて、引き続き適切に管理運営を行います。

〈環境課 TEL52-8020〉

継続 地籍調査事業 237,939千円【R8当初】

㎢測量・一筆地調査（１年目工程）を「口山32地区」など４地区（5.78 ）で、

原図作成・面積測定・複図作成（２年目工程）を「脇町川原柴地区」など４地区

㎢（2.26 ）で実施します。

〈都市政策課 TEL52-5607〉
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その他の主な事業（投資的事業）

［一般会計］

◎ 各種県営事業負担金【R8当初】

◆県営農業水路等長寿命化･防災減災事業負担金 32,000千円

（井口第一地区（２号ポンプ設備更新、２号主ポンプ盤更新等）、井口地区

（管水路更新）、曽江谷３期地区（小水力発電施設（発電機制御盤更新））

〈農林課 TEL52-5609〉

◎ 各種農林道整備･治山事業（災害復旧を含む）【R8当初】

◆県単土地改良事業 14,100千円

（小星地区農道整備･舗装（２か所）、椚野地区水路、東山地区農道整備）

◆地方創生道整備推進交付金事業（林道整備） 31,000千円

（林道大谷山線開設）

◆農山漁村地域整備事業 27,000千円

（林道藤原線開設）

◆森林環境保全整備事業 30,300千円

（林業専用道正善山線開設）

◆林道岩壁線災害復旧事業 83,000千円

〈建設課 TEL52-5608〉

◎ 道路橋梁･河川改修事業【R8当初】

◆社会資本整備総合交付金事業 122,700千円

（脇町地区９路線、美馬地区７路線、穴吹地区１路線の改良･舗装及び測量

設計）

◆地方創生道整備推進交付金事業（市道整備） 200,400千円

（脇町地区10路線、美馬地区４路線、穴吹地区５路線、木屋平地区１路線の

改良･舗装及び測量設計）

◆道路更新防災等対策事業（道路メンテナンス事業） 272,700千円

（橋梁点検176橋、脇町47号線（別所浜橋）補修、脇町389号線（第８下川橋）

ほか１橋補修設計）

◆緊急自然災害防止対策事業 161,300千円

（拝原地区４路線の水路整備、脇町501号線（平帽子地区）の法面補修、脇

町地区４路線、美馬地区５路線、穴吹地区３路線の舗装及び測量設計）

〈建設課 TEL52-5608〉
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◎ 橋梁改修事業【R7補正】

◆道路更新防災等対策事業（道路メンテナンス事業） 40,180千円

（富士の池１号橋補修）

〈建設課 TEL52-5608〉

◎ その他【R8当初】

◆脇町西部デイサービスセンター高圧受変電設備更新事業 28,616千円

〈長寿・障がい福祉課 TEL52-5605〉

◆葬斎場高圧受変電設備更新事業 35,526千円

〈市民課 TEL52-8001〉

◆小学校施設照明ＬＥＤ化事業 9,000千円

（脇町、江原南小学校の校舎等照明LED化に係る設計委託料）

◆中学校施設照明ＬＥＤ化事業 10,600千円

（脇町、江原、美馬中学校の校舎等照明LED化に係る設計委託料）

〈教育総務課 TEL52-8010〉

［水道事業会計］

◎ 水道施設遠隔監視システム整備事業【R8当初】 120,000千円

ADSL・ISDN回線のサービス終了に伴い、国の交付金を活用し、新たに光回線を

利用した遠隔監視システムを整備します。

◎ 水道管路緊急改善事業【R8当初】 110,000千円

国の交付金を活用し、次の配水管耐震化工事を実施します。

・県道鳴門池田線（美馬町竹ノ内地区）配水管布設替工事

・県道鳴門池田線（脇町馬木地区）配水管布設替工事

・穴吹成戸地区配水管布設替工事

〈施設課 TEL52-2350〉

［工業用水道事業会計］

◎ 水質監視強化事業【R8当初】 95,000千円

工業用水道の水源である５つの取水井（Ｎｏ.１～Ｎｏ.５）のうち、Ｎｏ.１

及びＮｏ.２の取水井について、濁り対策として濁度計及び電磁弁を整備します。

〈施設課 TEL52-2350〉
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○ オラレまちづくり基金活用事業

くらし・人権課 小規模場外発売場運営協力事業 1,500 千円

企業応援課 工場連携イベント開催事業 3,000 千円

建設課 周辺道路整備事業 7,000 千円

教育総務課 子どもたちに感動を与える芸術体験事業 5,000 千円

教育総務課 教育ＩＣＴ環境整備事業 21,388 千円

教育総務課 中学校部活動支援事業 5,000 千円

42,888 千円

○ ふるさと納税寄附金の活用（令和７年４月～令和７年12月末までの寄附金分）

子どもはぐくみ

就学前児童専門教育実施事業
満１歳誕生記念品事業
入学祝いポイント付与事業
第３子以降みまっこポイント付与事業
認定こども園ＩＣＴ化推進事業

21,623 千円

歴史の風景 情報通信関連産業誘致センター修繕事業 2,050 千円

清流と水源の里
観光施設指定管理事業
（ブルーヴィラあなぶき、しでの家）

9,290 千円

市長におまかせ
健康ポイント運営事業
デジタル地域通貨運用管理事業

16,135 千円

49,098 千円

○ 指定寄附金の活用（令和７年４月～令和７年12月末までの寄附金分）

林業振興事業 1,000 千円

観光振興事業 104 千円

1,104 千円

○ 企業版ふるさと納税の活用

10,000 千円

外部資金等の活用状況

穴吹川魅力度向上事業

事　　業　　名 充　当　額担　当　課

充　当　額

合　　　　計

事　　業　　名

充　当　額

合　　　　計

活用事業メニュー 事　　業　　名

活用事業メニュー 事　　業　　名 充　当　額

合　　　　計

まちづくり基金
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物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の活用状況

○ 国の令和７年度補正予算に計上された

臨時交付金のうち本市の配分額 394,258千円

＜R7補正＞ 交付金充当額：328,500千円

事 業 名 事 業 費 充 当 額

デジタル地域通貨を活用した生活者支援事業 357,500千円 325,980千円

（12月補正）

ひとり親家庭生活支援給付金事業（３月補正） 5,101千円 2,520千円

合 計 362,601千円 328,500千円

＜R8当初＞ 交付金充当額：65,758千円

事 業 名 事 業 費 充 当 額

こども食堂物価高騰対策支援事業 509千円 300千円

住宅減災化リフォーム促進事業 9,108千円 9,100千円

認定こども園給食材料費（物価高騰分） 4,904千円 3,500千円

中学校給食費無償化事業 33,505千円 31,160千円

小・中学校給食材料費（給食費相当超過分） 30,968千円 21,698千円

合 計 78,994千円 65,758千円
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［ 歳　入 ］

　地方消費税交付金のうち社会保障財源分 4億2,000万円

［ 歳　出 ］

　社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 55億9,800万円

(単位：千円)

国・県
支出金

市　債 その他

障害者福祉事業 1,546,426 1,099,394 439,858 63,354

高齢者福祉事業 395,748 3,001 371,719 53,540

児童福祉事業 1,070,057 684,108 333,517 48,037

母子福祉事業 19,597 10,113 9,484 1,366

生活保護扶助事業 809,704 616,743 192,461 27,721

その他 123,596 8,414 113,794 16,390

3,965,128 2,421,773 30,000 52,522 1,460,833 210,408

国民健康保険事業 232,756 135,000 97,756 14,080

介護保険事業 498,287 31,990 466,297 67,162

後期高齢者医療事業 710,665 710,665 102,359

1,441,708 166,990 0 0 1,274,718 183,601

国保診療所事業 44,235 44,235 6,371

疾病予防対策事業 130,768 3,809 3,875 123,084 17,728

医療費助成事業 3,100 1,525 1,575 227

医療提供体制確保事業 13,061 1,506 11,555 1,664

191,164 6,840 0 3,875 180,449 25,991

5,598,000 2,595,603 30,000 56,397 2,916,000 420,000

※地方消費税交付金（社会保障財源化分）は、各事業に要する一般財源の比率に応じて按分して充当しています。

合　　　計

特　定　財　源

小　　計

小　　計

小　　計

保
健
衛
生

社
会
保
険

社
会
福
祉

事　業　名 経　費

財　　源　　内　　訳

1,388

7,174

21,028

22,432

500

地方消費税交付金 (社会保障財源化分 )が充てられる経費について

30,000

(うち一般財源) (29億1,600万円)

うち地方消費税
交付金充当分一般財源

【社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費】
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 目的税（入湯税）の使途

入湯税（地方税法第７０１条）

　入湯税は、鉱泉浴場所在の市町村の環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設及び消防施設

その他消防活動に必要な施設の整備、観光の振興に要する費用に充てるため、鉱泉浴場に

おける入湯に対し、入湯客に入湯税を課するものです。

【歳入】入湯税 345 千円

【歳出】充当対象事業に要する経費 3,212 千円

【歳出内訳】 （単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 入湯税 その他

消防施設等
（消防庁舎等）

3,212 0 0 0 345 2,867

区分

0

財源内訳

事業費

345 2,867
消防庁舎内危険物
保管庫設置事業

3,212 0

特定財源 一般財源事業名

0

合　　　　　　　計
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